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五を全のために必ずお守りください 


参お使いになる人や他の人への危害と財産への損害を未然に防ざ、製品を安全に正しく使用するために、 
必ずお守りいただくことを説明しています。 

参ここに示した表示は、誤った使いかたをしたとさに生じる危害や損害の程度を次の表示で区分し、説 
明しています。 


么危険 ( DANGER ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 
こ、重傷を負ラ危険、または火災の危険び差し迫っ 
て生じることび想定される内容を示しています。 

么警告 ( WARNING ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び死 
こ、重傷を負ラ可能性、または火災の可能性び想定 
される内容を示しています。 

A 注意 ( CAUTION ) 

この表示を無視して、誤った取扱いをすると、人び傷 
害を負ラ可能性や物的損害の発生び想定される内容 
を示しています。 


参お守りいただく内容を、次の絵表示で区分していまず。 


000(1)® 

この絵表示は、「禁止」されている内容でず。 

A 

この絵表示は、「ミ主意」していただく内容です。 

みを猜 

この絵表示は、必ずしていただく r 指示」内容です。 


参説明文中の 「お願い」 事項は、本機を誤りな < 正し <ぉ使いいただ < ための内容び記載されていまず。 


A 危険 ( danger ) 


★ガソリン使用禁止 

0 P 

1 働 

ガソリン禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に使用しないでください。 1: 

か量の混入でを、火災の原因にな0まず。 


A 


告 ( WARNING ) 


★スプレー吿厳禁 



★換気必要 


スプレー宙やカセットこんろ用ボンベなどを、温風 

参換気せずに使用しつづけないで<ださい。 


のあたる所に放置しないで < ださい。 

熱で宙の圧力び上び0、爆発し、危険です。 



0 

禁止 


酸素び不足ずると、不完全燃焼し、一酸化炭素 
などび発生して中毒になるおそれびあります。 
また、乳幼児や呼吸器疾患などのかたは、体調 
不良になるおそれびあります。 

参使用中は必ず]時間に]〜2回 （1 〜2分）換気 
して、新鮮な空気を補給して < ださい。 

参換気する場合は、換気扇を使用したり（換気扇 
を使用する場合は、離れた位置の窓を開けない 
と充分な換気びでさない場合びあ0ます。）2 
力所攻上の（風の出入りのある）開□部を設け 
ると効率よく換気できます。窓び凍結していたり、 
地下室など換気 


び充分におこな 
えない場所では、 
使用しないでく 
ださい。 



換気 


























































五安全のために必ずお守りください 


么警告 （ WARNING ) 

★力ーテン、寝具など可燃物近接厳禁1「み巧類の乾燥厳禁 


カーテン、布団、毛布などや燃えやずいをののそ 
ばでは、使用しないでくださし、火災の原因にな 
ります。 


巧類などの乾燥には使用しないで<ださい。 

巧類び乾燥すると、ストーブの熱気でゆれて落下 
して火びつさ、火災の原因になります。 


ストーブの前に可燃物を置かないで<ださい。スト 
ーブの熱気で着火して、火災のおそれびあります。 


可燃物との離隔距離については、目ページり 可燃 



★温風吹出□をふさびない 



★可燃性ガス使用厳禁 


を類、紙などで温風吹出□や空気取入□をふさ 
びないで < ださい。 

巧類、紙などでふさぐと、異常燃焼や火災の原因 
になりまず。 


ストーブを使用している部屋で、可燃性ガスび発 
生するもの（ガソリン、ベンジン、シンナー）、スプ 
レーを使用しないでください。 

火災や故障の原因になりまず。 



0 

使用禁止 


寝るとさや外出するとさは、必ず火び消えている 
ことを確認してください。 

予想しない事故び発生ずるおそれびあります。 



〇 

消义 


































































































A 注意 （ CAUTION) 


★給油時消义 



★異常•故障時使用禁止 


給油は、必ず消火していることを確認して、スト 
ーブ温度び充分下びってから、他に火の気のない 
所でおこなってください。 

火災のおそれびあります。 





〇 

消义 


★不良な油使用禁止 


変質な油、不純灯油(灯油け外の 
油 • 水•ごみび混入した油など)な 
どの不良灯油を使用しないで 
<ださい。 

異常燃焼や故障の原因にな0ます。 


0 

禁止 


女温風に直接あた5ない 

温風に直接長時間あたらないでください。低温 
やけどや脱水を状になるおそれびあります。 

温風を直接吸い込まないでください。 

気分び悪くなることびあります。 



0 

禁止 


★ほこりの除去 

フアンフイルターは、週]回け上必ず掃除してくだ 
さい。 

ごみ、ほこりなどでフアンフイルターびつまると、 
異常燃焼のおそれびあります。 



〇 

指示 


油漏れやにおい、すすの発生、炎の状態など異常 
や故障と思われるとさは使用しないでください。 
事故の原因になります。 

運転スイッチを巧して「切」にしてください。 

異常燃焼のおそれびありまず。 


異常!. 



0 

使用禁止 


参点火不良で、何回を点火操作をした後に点火 
すると、ノ（ーナー内にたまった灯油び燃焼して 
炎び大さ < なり、すずび出て異常燃焼しまず。 
このよラなとさは、あわてずに、運転スイッチを 
押して「切」にし、たまった灯油び燃えつさるま 
で待ってください。電源 プラグをコンセントか 
5巧かないでください。 


参万ーストーブから火び出たり、床などに火びつ 
いたとさは、あわてずに消火器で消火して < だ 
さし、。 


★高温部接触禁止 


燃焼中や消火直後は、高温部、温風吹出□、天板 
やガードなどに手などふれないでください。 
やけどのおそれびあります。 



接触禁止 


女指や異物を入れない 

ガードの中に、指や異物を入れ 
ないで < ださい。 

火災や異常燃焼、故障の原因に 
なります。 


0 

禁止 





























































































五安全のために必ずお守りください 


成ミ主意に AUTION) 


★分解修理•改造の禁止 


故障、破損したら、使用しないでく 
ださい。ス I -ーブは絶対に改造し 
て使用しないで<ださい。不完全 
な修理や改造は危険です。 


分解禁止 


★保管時にしていただくこと 


長期間使用しないとさ、または保 
管するときは、必ず灯油を抜き電 
源プラグをコンセントから抜いて 
<ださい。 

傾けたり、横倒しの状態では保管 
しないで < ださい。抜さ取れなか 
つた灯油び漏れた0、火災のおそ 
れびあります。 


〇 

指示 


★電源コードを傷めない 



★長期間使用しなし、ときは電源プラグを巧く 


電源コードに無理な力を加えたり、 
傷付けた0まねた0、物をのせた 
り加工しないでください。 

また、電源プラグを抜くとさは、コ 
ードを持って引さ抜かないで<だ 
さい。 

電源コードび破損し、火災や感電 
の原因となります。 


0 

禁止 


長期間使用しないとさは電源プラ 
グをコンセントから抜いてください。 

火災や予想しない事故の原因と 
なります。 電源プラグ 

を巧く 




★電源プラグは確実に差し込む 


★電源プラグのお手入れをずる 


電源プラグはコンセントに根元ま 
で確実に差し込んで < ださい。 

I また、傷んだプラグやゆるん 
だコンセントは使用しないで 
\ <ださい。 

火災の原因になります。 

磊れた手での抜さ差しはしないで 
<ださい。感電の原因になりまず。 


〇 

指示 


とさどさは電源プラグを抜さ、ほ 
こり（及び金属物）を除去してくだ 
さい。 

(ほこりや異物びたまると湿気な 
どで絶縁不良になり）火災の原因 
になります。 


〇 

指示 


★お子様やお年寄りのご使用に注意 


★腰をかけたり物をのせない 

お子様やお年寄り、体のご不自由 
な加'ぶ使いになる場合は、やけ mm 
どや、部屋の換気などについて 、 WW 
周囲の人び充分にを意して < ださ J 旨示 

い。 

ストーブの上にのったり、腰をかけ 

たりしないで<ださい。ストーブ|\ ] 

の故障ややけどのおそれびありま V y 
す。ストーブの上に花びんや、水 禁止 

を入れたをのなどを置かないで< 

ださい。水びかかると漏電や故障 
のおそれびありまず。 

★空気取入□をふさびない 


女 廃棄ずるとを 

巧類、紙などで空気取入□をふさ 
旅ぃでくださぃ。 rv ] 

空気取入□をふさぐと、異常燃焼/ 

や火災の原因になります。 寧止 

ス1-ーブを廃棄処分ずるときは、 

必ず油タンク内の灯油を抜き取 ] MB 
てください。 WW 

(「回 点検•手入れ」 参照） 指示 

灯油び入ったまま廃棄すると U サ 


イクルの際思わめ事故び発生ずる 
おそれびありまず。 



















































成注意に AUTION) 


I ★次の場所では使用しない I 

火災や予想でさない事故や故障の原因にな0ます。 


0 

使用禁止 


G 水平でない場所、不ま定な場所） 


(5 風のあたる場所、部屋の出入 □ (屋外)) 


参傾斜した場所や振動の激しい所では、使用し 
ないで < ださい。 

対震自動消火装置び誤作動することびありま 
す。 

参しっかりしたじよラぶな床面で使用して < だ 
さい。 

参不安定な台上で使用しないで<ださい。転落 
するおそれびあ0危険でず。 

^暖炉などストーブび囲われる場兩〇 

参暖炉や押入れに入れての使用など、特殊な使 
いちをしないでください。 

火災の原因になります。 

0 まこりや湿気のをい場所） 

参フアンフィルターび目づまり状態になり、異常 
過熱を起こし、事故になる危険性びありま 
す。 


参風のあたる所では使用しないでください。炎 
び出て危険です。掃除機の排気にをを意して 
<ださい。 

♦部屋の出入□など人 
の通る所、人びぶつ 
かったりつまずく場 
所で使用すると、転 
倒して事故や火災び 
起さるおそれびあり 
ます。 


r 不安定な物をのせた棚などの下） 

参落下物により火災び起さるおそれびあります。 


^直射日光のあたる場所、温度\ 

^ の局ぃ場尸斤 _ ノ 

参異常燃焼を起こすおそれびあります。 

こせまい部屋では使わない) 



C ! 籍^^ず る 場 麻 

参爆発や火災の原因になります。 


参暖房出力に見合った部屋で使用してください。 
せまい部屋で使用すると、室温び上び0すざ 
たり、酸素不足により異常燃焼のおそれびあ 
ります。 


G 届室、飼育室など人のいない場所^ 


参予測でさない事故び発生するおそれびあります。 


r 理•美容院、クリーニング店などスプレーや化学薬品を使う場所） 

参理 • 美容院、メツキ、塗装工場、電子部品組立工場、繊維関係工場などでは使用しないでください。 
器具の故障や、腐食性ガスの発生により金属•鏡 • ガラスなどを傷める原因となります。 

参石油ストーブで暖房する部屋ではシ U コーンを配合した枝毛用コート液やへアート U —トメント 
(枝毛用）は点火 S スや、途中消火など故障の原因になりまずので使用しないで < ださい。 


f 高地 （1300 nUU 上の場所） ） 

参酸素濃度び薄いので不完全燃焼します。 

参800〜] 300 m では調整び必要ですので販売店までお問い合わせ<ださい。 













































五安全のために必ずお守りください 


A ミ主意 （ CAUTION) 

★可燃物(木壁、合板、ふずまなど)との距離を離す 

〇 

距離 

fa 

参ストーブから可燃物との距離はち図の指定政上の距離を 
保つよラにしてください。 

参ストーブ上ちの棚などとの距離は必ず].已 m け上離して^ 

ぐ/しごい。 50 cm じ(上 

参上ちの棚などからの落下物びないよラにして < ださい。 

参特に、力ーテンなどびストーブにふれないようにしてく J [ 

，しごい。 ^.已 m じ(上 

参家具等か b は充分な距離を離して < ださい。 ^ 

(熱で変形や変色、自然発火ずることびあります） 



お願い （ NOTICE) 


I ★シリコーン配合製品を使用しない I 

参本機の故障の原因になることびを意表示されているヘアケア商品等は、シリコーンび配合されて 
います。本機と同時に使用しないでください。 

参上記のを意表示びなくてをシ U コーンび配合されている商品（化粧品類、巧類等の防水剤•柔軟 
剤等、家具等のつや出し剤•保護剤等）を同時使用は控えてください。 

参やむなくご使用になる際は、本機の運転を一時的に停止し、使用後は換気を充分におこなってシ 
U コーン等の成分を屋外に排出してから運転を再開してください。 


I 女な油の廃棄 

参打油の廃棄処分は、巧油をお買いホめになった販売店にご相談ください。 


1 ] 使用ずる場所 


★効果的に使用するために ★煙突の取付け 


参なるベ<外気に接する窓の下や壁面などに置い参せまい部屋、換気の悪い部屋では、煙突を取付 
ていただきまずと、対流効果によってお部屋の けて排ガスを屋外へ排出してください。煙突の 

温度のムラびかなくなり、効果的な暖房びでさ 取付けは、当社指定の「排気ジョイント」（別 

ます。 売品）を使用してください。 















































3 各部のなまス 


外観図 


着义防止ガード 




♦通常は、火力を表おしま 
す。 

♦運転中に、自動消火した 
とさは、運転ランプびホ 
色の点滅をしてエラー 
表术をしまず。 


「间故障•異常の見分けか 
たと処置方法」の ^^ 
お知らせ（デジタル表示の 

見かた） I 参照 


义力調節スイッチ 


P お好みに応じて し • ： • y ■ 卜: 乂力 

の燃焼をえらべまず。 

r 固 使いかた」 の 灰力調節! 参照 


運転スイッチ 


♦一度巧ずと「入」 

参ちラー度巧ずと r 切」に 
な0まず。 


「问使し佩た」の區恐醒 

义①しかた I 参照 


運転ランプ 


参緑色の点打……運転中 

参緑色の点滅 . 水検巧中 

参ホ色の点滅 . エラー表示中 


V 


J 






































































































互使用前の準備 

ストーブを取り出す 


参包装箱か b ずべての包装材を取り除さ、製品に傷をつけないよラに 
取り出してください。 

同時に取扱説明書を取り出して < ださい。 

参包装箱や包装材は保管するとさにご利用ください。 



燃 料 


@燃料は好油 ( JIS 1 号好油)を必ず使用してください。 

(!) 不良な油(変質な油、不純な油）は、絶巧に使用しないでください。 


A 筒埃 


★ガソリン使用禁止 

ガソ U ンなど揮発性の高い油は、絶対に 
使用しないでください。少量の混入でを、 
火災の原因になります。 



参変質灯油、不純灯油（打油し U 外の油•水•ごみび混入 
した灯油など)などの不良灯油は、絶対に使用しない 
で < ださい。異常燃焼や故障の原因になります。 

参市販されている助燃剤（添加物）は使用しないで < だ 
さい。 

異常燃焼を起こすおそれびありまず。 


0 

禁止 



^ C — njimt 


@な油の保管のしかた 

参な油は必ず火気、雨水、 

ごみ、高温および直射 
曰光を避けた場所に保 
管してください。 

参灯油容器内の灯油び少 
ないと温度変化により 
結露して水びたまるこ 
とびあります。 

参打油の容器は専用のされいな容器を使用して < ださ 
し、また灯油容器は必ず色付さの灯油専用容器を使 
用して < ださい。 

参ドラム宙などで、長期間、大量に保管しないで < ださい。 

参お子様の手のとどかない所に保管して < ださい。 


な油とガソ U ンの見分けかたのポイント 


指先に使用燃料をつけて息を吹きかけまず 
(火の気のない所でおこなってください） 


〇な油 X ガソリン 



濡れたままでず。 ずぐ乾いてしまいまず。 

_ J 


良い保管 


悪い保管 


直射日光、雨水び当た 
らず、乂気のない冷暗 
所へ保管 


直射日光、雨水の当た 
るべランダなど、室外 
の保管 
























































変質な油とは 


不純な油とは ） 


参古い灯油。に年け上持ち越 
した灯油） 

参曰光の当たる場所や温度の高 
い場所に保管した打油。 

参容器のふたび開けてあったり、 
乳白色の容器で保管した灯油 
は変質しやずい。 

参変質のひどいをのは黄色味を 
おびたり、すっぱいにおいび 
します。 



0 

使用禁止 


参灯油け外の油（ガソ1」ン、 
シンナー、天ぶら油、機 
械油、重油など）びほん 
の少しでを混入した巧油。 

参水やごみび混 
入した灯油。 



使用禁止 



不良幻油(変質なや不純な油)の見分けかた 

コップに水を入れ、次に灯油を入れて背後に白い紙をあてます。 


少しでを色びついていたら 
使用しない。 


白い紙- 



0 

使用禁止 


不良灯油の見分けかたはたい 
へん 難しいので、 メーカーの 
はっさりしない灯油は使用し 
ないでください。 


@変質な油や不純な油などの 
不良な油を使用すると 


D 万一変質な油や不純な油など 
の不良な油を使ったときの 
処置のしかた 


参変質灯油や不純灯油などの不良打油を 
使用しますと、バーナーにを量の夕ールび 
たまり、点火しな < なったり、燃焼び悪< 
なったり、激しいにおいびしたりします。 

参水の混入した打油を使用しまずと、デジ 
タル表お部に「 I ?」か「3」を表おし、 

炎び消える場合びあります。 

参ガソ U ン、シンナーなど揮発性の高い油 
を使用しますと、火災の原因になりまず。 

V_ J 



1油タンク内の悪い灯油を抜さ取り、良質 
の灯油で内部を2〜4回洗ってからご 
使用 < ださい。 

給油□フィルターを洗ってください。 



照) 


2変質灯油や不純灯油などの不良打油を抜 
き取ってを効果のないときは、販売店まで 
お問い合わせ<ださい。 


( -お願い- N 

変質打油や不純打油などの不良灯油び原因でアフターサービスを依頼されたとさは、保証期間中 
でを 有料修理となります。 

V_ J 
























































互使用前の準備 


系合油のしかた 


A 注意 


給油は、必ず消乂していることを確認して、本体温度び充分 
下びつてから、他に乂の気のない所でおこなって < ださい。 
乂災のおそれびあります。 


〇 



2 


3 


給油□ふたを開ける。 1 

油タンクの給油□ふたを左「〇」に回して取りはずしてく 
ださい。 


油 量 計を見なび! 5 給油ずる。 

垂市販の給油ポンプの先端を止まるまで軽く差し込んで、と 
油量計を見なびら給油して < ださい。 

(ホースび抜けないよラに注意しなびら給油してくだ 
さい。） 

•給油の際は、給油□フィルターを取り去らないでくだ 
さい。 

•給油の際に、水•ごみなどを入れないように特に注意 
して < ださい。水•ごみなどは燃焼不良や、ノズルの 
ごみづまりや電磁ポンプの寿命低下などの原因になり 

On ^ 0 

♦巧油は、油量計の「満」の位置まで給油してください。 

「満」な上は、な油びあふれ出ることびあり危険ですか 
ら絶対に入れないでください。 

給油□ふたをしっかりしめる。 

給油□ふたをち「〇」に回して、しっかりしめてくださ 
い。 




4こぼれた打油はよくふき取る。 

こぼれたな油は、必ずされいにふさ取ってください。 
危険ですし、燃焼中に臭気を発生する原因にをなります。 


給油の目ま I 口油の補給は、油量計び「0」を示す前に、給油してください。 

V_ J 


参本機には、油タンク内の巧油の残りびかな < なると、運 
転でさなくなる油切れ用フ□ートスイッチび設けられて 
おります。 

油タンク内の巧油び少な < なると、「運転ランプ」び赤色 
の「点滅」をし自動的に運転を停止します。そのとさ、デ 
ジタル表示部は「,弓」を表示します。 


火力表示 


因 rnw 


エラー表巧 































水検知器の表示 


♦水の混入したな油にミ主意してくださし、。 


♦水の混じっているな油を使用すると、油タンク内底部に水びたまり、油タンクび鐘 
びたり、電磁ポンプび水を吸い込むと異常燃焼や電磁ポンプの寿命低下の原因にな 
ります。 


参油タンク内へ水び混入した場合は、水検知器び作動し、 
「運転ランプ」び緑色の「点滅」をします。 

すみやかに油タンク底の水を、市販の給油ポンプで完 
全に抜さ取ってください。 

(r 囚点検•手入れ」の I ミ由タンク内の水巧を1 参照） 



点义前の準備と確認 


1 水平の確認をずる。 

•ストーブは振動のない、水平でしっかりした床面に設置してください。 

ス I ブび、傾いていないか、不安定な状態になっていないか、必ず確かめてくだ 
さい。 

•ストーブを傾いた状態で使用しますと、対震自動消火装置び誤作動することびあり 
ます。また、転倒しやすく、異常燃焼の原因になります。 


P キャスターのストッパーを□ックにずる。 

本体前側の2箇所のキャスターはストッパーび付いていますから、ストッパーを押し 
て□ックし、燃焼中にス I -ーブび移動しないよラに固定してください。 


3 油漏れびないか確認ずる。 

油タンクの油漏れはないかを確認してくださし、 


社電源プラグを電気のコンセント ( AC 100 V ) に確実 
■ に差し这む。 

•電源は必ず]日 0 V 7 A な上の専用コンセントをお使い 
<ださい。 

♦電源ランプびホ < 点巧しデジタル表示部に「•弓」び表示 
された後、全消灯します。 



















互使用前の準備 

-お願い- 

♦電源プラグを、絶対に、200ボルトのコンセントに差し込まないでください。感電- 
乂災•故障の原因になります。 


>コンセントびゆるんでいたり、差し込みび不充分ですと、電源プラグび過熱し、熱 
変形することびあります。 

このよラなとさは、必ずお買いボめの販売店に修理を依頼してください。 

お部屋のコンセントち必ず修理してください。 



>電源コードに傷を付けたり、束ねたり、折つ 
たり、重い物をのせたり、加工しないでくだ 
さい。感電や乂災の原因になります。 

K 也の電気器具と同時に使用するとさは、ご家 
庭の安全器（ブレーカー）の容量をこえないよ 
ラにしてください。 

>電源プラグを抜くとさは、電源コードを引つ 
張って抜かないで<ださい。断線、発熱、発 
乂の原因になります。 


>熱に弱いジュータンや床の上で長時間使用すると、変色したり、そり返る 
ことびありますので、熱に強いマットなどを敷いてください。 



0 

禁止 

0 

禁止 


も 































司使いかた 



0「運転スイッチ」を巧して r 入」にずる。 

♦ 「運乾ランプ」び緑色の「点な」をします。 

•デジタル表示部は、乂力 〔し （最小) •！•？ 〜3•卜!(最大)〕を表示します。 

(D 約10秒後に自動的に点乂しまず。 

. -お願い-^ 

♦初めて運転するとさや、油タンクを空にし給油後初めて運転するとさは、送油経路 
内に空気び入って点乂できないことびあります。「運転ランプ」び赤色の「点滅」をし、 
デジタル表示部に「,三<」を表示します。（運転開始約]分後） 

この場合は、「運転スイッチ」を「切」にし、もう一度、点乂操作をしてください。 

通常]〜2回の点乂操作で送油経路内の空気び抜けて点乂します。 

♦点乂後すぐは r ゴオー」といラ音びすることびありますび異常ではありません。 

しばらくすると音びしなくなります。 

•点乂時には少しにおいびあります。 

♦点乂してからしばら < の間（約已分間）は予備燃焼となります。予備燃焼中は乂力調 
節びでさません。 

♦予備燃焼中は炎び不安定になることびあります。またバーナー底の温度び低いため 
油びたまり易くなります。 

そのとさ電源プラグを抜さますと、すすび出たりがび立ち上びりますので、予備燃 
焼中は絶対に電源プラグをコンセントから抜かないでください。 

V_ J 


A 注意 


点乂不良で、何回ち点乂操作をした後に点乂すると、ノ（ーナー 
内にたまったな油び燃焼して炎び大さ < なり、すすび出て異 
巧が焼しホオ 

このようなときは、あわてずに、 「運転スイッチ」 を押して 「切」 
にし、たまったな油び燃えつさるまで待ってください。 

電源プラグをコンセントか5巧かないでください。 


〇 

指示 
























司使いかた 

乂力調節(運転中にしかできません) 


(3) 「乂力調節タッチスイッチ」を巧して調節ずる。 

「义力調節タッチスイッチ」をお好みに応じて 〔 L (最ル ）〜 H (最大）〕の間を軽く指など 
で押して調節してください。 

♦デジタル表示部に、調節した火力状態〔し(最小）•い•三'〜弓•卜!（最大)〕び表示されます。 

•デジタル表示び、押した乂力位置と違った表示をすることびあります。その場合は 
再度押し直してください。 


参ス I -ーブに初めて通電したとさや、停電後や、電源プラグを抜いて再通電した場合 
に、初めて点乂操作をしたとさは乂力び「5」に調節されており、デジタル表示部は 
「5」を表示します。 

•ストーブに通電したまま消乂して再点乂した場合は、消乂操作をしたとさの乂力に 
調節されており、デジタル表示部に、消乂時と同じ乂力を表示します。 

•予備燃焼時間中（点乂してから約已分間）はデジタル表示は変わりますび乂力調節び 
でさません。（「5」の乂力固定です。） 

■予備燃焼時間里温び1〇ご程度一4〜已分間。室温び0ご程度^已〜6分間。 


炎の状態にこに表示した状態は最大燃焼 ( H ) のげ態でず) 


r 

炎 

の 

図 

正 常 

異 常 爲 

ffet) 




状 

態 

•青炎筒び赤熱し、バーナー内の炎は 
青炎燃焼で、ところどころに黄炎び 
混じる状態。 

•炎び高 < 伸び、炎全体び黄色で、す 
すび出る。 

原 

因 


•燃焼用空気不足。 

参青炎筒の取り付け不良。 

参電磁ポンプの圧力異常。 

処 

置 


•燃焼用送風機を掃除する。 

参販売店にご相談 < ださい。 


♦予備燃焼終了後に、正常に燃焼しているかどラか、のぞさ窓から見て必ず確認して < ださい。 




























消乂のしかた 



0 r 運転スイッチ」对甲して「切」にずる。 

♦消乂操作をすると、デジタル表示部の r 义力表示」 び消え、約 4 分 30 秒後に燃焼用 
送風機•対流用送風機び停止してから r 運転ランプ」 び 「消灯」 します。 

( -お願い-^ 

♦消乂操作をしたときは、 「運転ランプ」 の r 消巧」 とノ（ーナー内の乂び消えることを確 
認してください。 

•緊急の時似外は、消乂は必ず r 運転スイッチ」 を使用してください。 

電源プラグをコンセントから抜さ取って消乂することは、絶対にやめてください。 
(機器び過熱する原因になります。） 

•緊急の時な外は、点乂した後すぐ消乂することはやめて < ださい。煙びでることび 
あります。10分間位は燃焼してから消乂してください。 

参長期間留守にするとさは必ず電源プラグをコンセントから抜いておいてください。 


消乂後再点义ずるときのミ主意 


♦点乂してから2〜3分後に r 運転スイッチ」 を押して消乂させ、再度 r 運転スイッチ」 を押 
して点乂した場合、バーナー内に炎び残っているとさはすぐに点乂しません。バーナー 
内の炎び消えてから自動的に再点乂します。 


A 



















固を全装置 


•安全装置が作動ずるのは何5かの異常があるときでずか 
5、下記の処置をしても正常にな!5ないときは、お買い 
巧めの販売店にご相談ください。 

•再点火操作とは、一度 r 運転スイッチ」を押して r 切」にし 
てから、再び押して「入」にすることをいいます。 



ま全装置名 

はた5さ 

処 置 

巧 震 自動 
消义装置 

参運転中にストーブ本体び地震（震度已 
が上）や強い振動や衝撃を受けたとさ、 
乂災などの危険を防ぐために自動的に 
運転を停止します。 

参地震によって作動した場合、 
周囲の可燃物、機器の損傷、 
油漏れなど異常びないこと 
を確認してから、再点乂し 
てください。 

不完全燃焼 
防止装置 

•換気不良、手入れ不良、その他の異常 
によりノ（ーナー部への空気の供給び不 
足したとさす完全燃焼による危険を防 
止するをのであり、自動的に燃焼を停 
止します。 

♦作動した場合は、燃焼用送 
風機のフアンの掃除をし、 
部屋の換気をしてから再点 
乂してください。 

(r 回点検•手入れ」の燃焼 

用送風機のフアンのほこり 

参照） 

この装置は 
止ずるため 
使用中は应 
を補給して< 

、あくまでち不完全燃焼によるを険を防 
のちのでず。 

ず1時間に1〜2回換気して、新鮮な空気 

C ださい。 

点义を全 
装 置 

•ノ（ーナーヴー三スタの不良による点乂 
不良。 

参点乂変圧器 • 電磁ポンプ • 燃焼用送風機 
などの故障により点乂しないとさに、 
運転を停止します。 

•何回ち再点乂操作をしたと 
さは、バーナー底にな油び 
たまっています。 

たまった巧油をふさ取って 
からご使用ください。 
(販売店にご相談 < ださい） 

停電を全 
装 置 

参運転中に停電や電源プラグを抜 < など 
して電源び切れたとさは、自動的に運 
転を停止します。 

再び通電されてち運転しません。 

♦再点乂操作をして < ださい。 

燃焼制御 
装 置 

参燃焼中に炎び消えたとさ、自動的に運 
転を停止します。 

•再点火操作をして < ださい。 

過熱防止 
装 置 

参対流用送風機モーターの故障や異常燃 
焼などの原因でス1-ーブび異常過熱し 
たとさ、乂災などの危険を防ぐために 
燃焼を停止します。 

•ストーブの周囲を日ページ 

可燃物との距離を離ず 1 に 

従って離してください。 





























3 点検•手入れ 

日常の点検•手入れ 


点検ず入れをおこなうときは 


♦点検•手入れをずるときは、必ずス I ブを消义し、電源プラグをコンセントか5巧い 
て、本体温度が充分下がってか5おこなってください。やけどや感電をずるおそれがあ 
りまず。 

参部品に触るとさや、内部を掃除するとさは、手をけびしないよラに、手袋をはめておこ 
なってください。 

参本体をベンジン、シンナーなどでふかないで < ださい。変色します。 

•電装品や燃焼部の取りはずし、分解はおこなわないで < ださい。 


使用のたびに 


周囲の可燃物 油漏れ、油のたまり、油のにじみ 


ストーブの周囲は、常に整理、清掃し、 
燃えやすいをのを置かないよラにして 



ほこり 


ストーブに付いたほこりや巧れは、掃除 
機で吸い取ったり固 < しぼった濡れ雑巾 
などでふさ取ってください。 

汚れたままのご使用は危険のをとですし、 
ストーブの傷みを早めます。 


•曰常、油漏れや油のたまり、油にじみび 
あるかどうかを、調べるよう習慣づけて 
ください。 

万一油漏れによって、油のたまり、油に 
じみび生じているとさは、消乂操作をし、 
原因を確かめ防漏処置をし、油漏れびな 
<なったことを確認してから点火操作を 
してください。 



1週間に1回似上 


フアンフィルターの掃除 


参本体の背面にあるフアンフイルターに、ごみやほこりび目づまりしますと、対流用の空 
気量び減って異常過熱の原因になります。 

フアンフイ ルターに付いているほこりを、電気掃除機などで吸い取ってください。 
•フアンフイ ルターのミちれびひどい場合は、 フアンフイ ルターの止めねじ （4 本）をはずし、 
フアンフイ ルターをはずして掃除をしてください。 





















3 点検•手入れ 

-お願い- 

♦巧などでふ < のはおやめくださし1。かえって目づまりしまず。 

汚れび取れないとさは、中性洗剤で洗って、よく乾かしてからご使用ください。 

•取りはずしたときは、必ず元通りに取り付けてください。 



系合油□フィルターの掃除 


•給油□フィルターを給油□から取り出し、付着したごみ 
やほこりを取り除いてください。 

参給油□フィルターびごみやほこりで目づまりしますと、 
給油時に、給油□より巧油びあふれ出たりします。 

. -お願い-^ 

給油□フィルターは、水で洗わないでください。 

必ず巧油で洗ってください。_ 夕 



燃焼用送風機フアンのほこり 


燃焼用送風機のフアンにほこりびついたとさ、ブラシや電 
気掃除機などで取り除いてください。 

参ストーブ背面の電装カバーを固定しているネジをはずし、 
電装カバーをはずしてから掃除してくださし^。掃除後は、 
必ず元通りに電装カバーを取り付けて<ださい。 

参フアンを変形させないよラに注意してください。 



巧震自動消义装置 


♦燃焼中にストーブをゆすって、自動的に消乂するかを点検して < ださい。 


油タンク内の水巧き 


参油タンクの中に水やごみびたまった場合は、給油□のふ 
たをはずして給油□フィルターを取り出し、市販の給油 
ポンプを差し込んで、油タンク底の水抜さをします。ま 
たごみびたまった場合にを同様の処置をしてください。 

■油タンクの中に水びたまったときは、「運乾ランプ」び緑 
色の r 点滅」をします。 

すみやかに水抜さをしてください。 





























































_ ガードの掃除 _ 

•ガードび白く巧れてさた場合は、固めにしぼった請れ雑巾でふさ取ってください。 


1シーズンに1〜2回に Lb 


ストレーナ……し眼売店にご相談くださし、) 


0本体背面の電装カノ（一を、6本のねじをはずして、取りはずします。 

@電磁ポンプの油吸込部のフレアナットを、スパナ（呼び] 2 mm ) でゆるめてはずします。 


@ストレーナのふたを左へ（約 90°) 回すと、ストレーナび取り出せます。 


( 4 ) ストレーナは、2重構造（外側に水用ストレーナ）になっています。 




参ストレーナを点検し、ごみなどびつまって 
いれば取り除いて掃除して < ださい。 
ごみのつまりびひどいときは、新しいスト 
レーナと交換してください。 





バーナーの掃除 電源プラグ、コンセント 


•販売店にご相談<ださ 
い。 

(1 シーズンに]〜2回） 


•電源プラグ、コンセントにほこりや巧れびたまると乂災の 
原因になることびあります。電源プラグをコンセントから 
抜いて、付着したほこりや巧れを取り除いて<ださい。 


国定期点検 


r 長期間ご使用になりまずと、機器の点検が必要でず。機器の寿命をより長く、より良い燃 
焼で快適にま全にお使いいただくために、2年に1回程度、シーズン終了後などに、お買 
し、巧め店、または修理資格者〔(財）日本石油燃焼機器保守協会 （03-3499-2928) 
でおこなラ技術管理講習会修了を(石油機器技術管理±)など)のいる店、当社などに点 
検依頼されることをおずずめしまず。 


愛情点検 


口 


参長年ご使用の石油ストーブの点検を! 


ご使用の際 
このようなことは 
ありませんか 


♦油ちれずる。 

♦点义時に白煙が出る。 
♦強いにおいびずる。 

♦炎が異常に黄色い。 

♦予熱時間が異常に長い。 
♦運転中異常な音びずる。 
♦その他の異常•故障びある。 



参石油ストーブのお修用 
性能部品の保有期間は、 
製造巧切り後6年です。 



故障や事故防の 


ため、コンセント 

ご使用 

か5電源プラグを 

中止 

巧いて、おず販売 


店に点検•修理を 


ご依頼ください。 




































图故障 • 異常の見分けかたと処置方法 

異常のお知！5せ(デジタル表示の見かた） 

安全装置び作動すると、 「運転ランプ」 び赤色の 「点滅」 をして自動消乂します。また、 デジ 
タル 表示部に 故障 • 異常の原因び表示 r エラー表示」されます。繰り返し表示するときや運 
転しないときは、お買いホめの販売店へご連絡ください。 


ク 

ク 

ク 

ク 


ク 

ク 

ク 

ク 

ク 

ク 

ク 

ク 


' デジタル 
表示 

点灯(点滅) の 意味 

n 

U 

•停電消义後電源び入りました。 

1 

1 

•バーナーび予熱不足です。 

ナーヴーミスタび短借しています。 
• J トナーヴーミスタび断線しています。 

•? 

•点义安全装置び作動しました。 

(•燃焼部にシリコーン酸化物び付着し 
ました。己ぺージ参照） 

3 

•燃焼中に消义しました。 

(•燃焼部にシリコーン酸化物び付着し 
ました。巨ぺージ参照） 

•過熱防止装置び作動しました。 

•ィ 

♦，な义 S スを3回しました。 

(その後運転スイッチを押しても全く作 
動しません。） 

ろ 

•地震により消义しました。 

本体を傾けたり強い振動、衝撃び与 
えられ消义しました。 

S 

• 〇2センサーび作動しました。 

n 

参〇2センサーび断線しています。 

8 

•油タンクの油びなくなりました。 

5 

参燃焼用送風機び回乾していません。 

•巧 J 

参電気系統の故障です。 

運輯ランプび 
緑色の点滅 
をずる 

•電気系統の故障です。 


f > 

処置方法 

•運転スイッチを一度巧して「切」にしてから 
再度点义操作をして < ださい。 

参電源プラグなど電源をご確認ください。 
•電気系統の故障です。お買い求めの販売店 
まで「デジタル表示」などをご連絡ください。 

♦修理び必要です。お買い巧めの販売店まで「デ 
ジタル表示」などをご連絡ください。 

•しばら< 待ってから再点义操作をして <ださい。 
•お買い求めの販売店まで、「デジタル表示」 
などをご連絡ください。 

•フアンフイルターの掃除をしてくださし、。 （ 18 
ぺージ参照） 

•ストーブの周囲を6ページ可燃物との距離 

を離すに従ってあけてください。 

•しばらく待ってか锦点义操作をしてください。 
•お買い巧め①販売店まで、「デジタル表示」 
などをご連絡ください。 

•お買い求めの販売店まで、「デジタル表示」 
などをご連絡ください。 

♦ストーブび傾いていないか確認してから、再 
点义操作をしてください。 

•燃焼用送風機の掃除をしてくださし、。り8ぺ一 
ジ参照） 

♦お買い巧め①販売店まで、「デジタル表示」 
などをご連絡ください。 

•お買い求めの販売店まで、「デジタル表示」 
などをご連絡ください。 

♦運転スイッチを一度押して「切」にしてから 
口油を総由して、再廣な麵乍をしてくださぃ。 

•お買い求めの販売店まで、「デジタル表示」 
などをご連絡ください。 

•お買い巧め①販売店まで、「デジタル表示」 
などをご連絡ください。 

♦油タンク内の水を巧さ取って、再点义操作を 
して < ださい。 

(19 ページ参照） 








































故障かなと思ったとさに 


\ 現象 
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処置方法 

電源プラグをコンセント 
に差し込んでない 

〇 









電源プラグをコンセントに差し 
込む 

停電した 

〇 






〇 

ご 



停電復帰後再点义操作をする 

巧震自動消乂装置が作動 
した 







〇 

ろ 



再点乂操作をする 

油タンクに水が入った 
(水検知器が作動） 


〇 

晏転プ 
浸 点 M 





〇 

鳥 点 M 



油タンクの給油□か 5 市販の給 
油ポンプを差し込んで、油タン 
ク内の水を巧き取る 

油タンクに灯油がない 


〇 

8 





〇 

8 



灯油を入れる 

電磁ポンプのストレーナ 
にごみがたまっている 









〇 

販売店にご相談<ださい 

本体内の温度が高い 







〇 

3 



ス 1 -ーブの周囲を「田を全の 
ために必ずお守りください」の 
可燃物との距離を離す 1 に従つ 
て離して<ださい。 

燃焼用送風機のほこりづ 
ま D 



〇 


〇 

〇 

〇 

〇 


掃除をする 

換気不良 







〇 

■ 



換気を充分おこなラ 

変質灯油や不純灯油など 
の不良な油を使った 


〇 

〇 

〇 

〇 

〇 




変質灯油や不純灯油などの不良 
打油を良質の 1 打油に入れかえる 
販売店にご相談<ださい 


•表中の数字は、 r デジタル表示」（エラー表示）を示します。 




























图部品交換のしかた 

部品交換のときのミ主意 


•部品交換や修理をお受けになる場合は、お買いホめの販売店か、（財）曰本石油燃焼 
機器保守協会でおこなラ技術管理講習会修了者(石油機器技術管理±)などのいる販 
売店で修理されることをおすすめします。 

•不完全な修理は危険です。 

参故障したをのは使わないで<ださい。 


参短時間に消韩する部品は特にありませんび、交換部品び必要な場合は、お買いホめ 
になった販売店にご相談ください。 （ 「囚アフターヴービス」の I 補修用性能部品に 

っいて を参照） 

•部品は必ずトヨトミ純正部品脂定された部品)をご使用ください。 

参部品を交換するとさは、ストーブを消乂し、本体び充分;令えてから、電源プラグを 
コンセントから抜いておこなってください。 


IU 保管(長期間使用しない場合） 

♦ス I -ーブを保管する場合は、「回 点検•手入れ」 の項を参照して、ス I -ーブの手入れ 
をしてから保管してください。 

参傷んでいる箇所は、必ず修理をしてから保管して < ださい。 

V_ J 

1 ス I -ーブを消乂し、ス I -ーブび巧分冷えてか5、電源プラグをコンセントか5 
"巧く。 


P 燃焼用送風機、電源プラグに付着したほこりや巧れを電気掃除機や固くしぼっ 
^た濡れ雑巾などで取り除く。 

3 油タンク内のり■油、ごみ、水気を取り出ず。 

•鐘や穴あさの原因になります。 

4ス I ブの表面をよくふいて、ちれを取る。 

♦固 < しぼった請れ雑巾や、薄めた中性洗剤液で汚れを取り、乾いた巧で水気をふさ 
取ってください。（シンナー、ベンジン等ではふかないでください。） 

5包装箱に入れて保管ずる。 

•湿気のかない所に保管して < ださい。 

♦傾けたり、横にしないでください。抜けされなかった巧油び漏れます。 

♦取扱説明書ち必ず保管して < ださい。 


图廃棄ずるとさ 


「囚点検•手入れ」の r 油タンク内の水巧き I を参照して、油タンク内の巧油を抜き取って 
から廃棄してください。 





















固仕様 


'型式の呼び 

FIR - S 191 ' 

種 類 

強制通気形開放式石油ス h —ブ 
圧力噴霧式•強制対流形 

点义 方式 

電気点乂 （ 10 0V 電源の高圧放電点乂） 

使用 燃料 

巧油 (JIS] 号） 

燃料消費量 

最大 

18.5kW(1.80L/h) 

最ル 

8 .己 4kW(0.840L/h) 

暖房出力 

最大 

]8 .已 kW 

最ル 

8.64kW 

油タンク容量 

18L 

燃焼継続時間 

10 時間(最大燃焼時） 

が お 寸 法 

高さ] 日 48mm 幅 604 mm 
奥行 43 ] mm 

質 量 

44k 邑 

電源電圧及び周波数 

]00V. 已 0/60HZ 

定 格 

消費 電力 

点乂時已 2/ 已 2VV 燃焼時 60/60VV 
最大 70/70W 

騒音値（正面）※ 

最大燃焼時已 2cjB 最少燃焼時 46d 己 

電流ヒューズ 

已 A 

安全装置 

巧震自動消乂装置、不完全燃焼防止装置 

(フレーム □ッ ド、〇2センサ ー J (-ナーヴーモ方式)、 

点乂安全装置、停電安全装置、 

燃焼制御装置、過熱防止装置 


※騒音値の数値は J 旧測定方法 （ J 旧 S 3031) に基づ乂正面値でず。 


配線図' I ミドリ色丄^ 

^過熱防止装 0 ■ zzT^ 

C 孤補綱<0= - - I 

電源プラグ: 〇 也 

( 電源を圧器^^ I 

いレ-ム□ッり ぉ证 [Z 
〔□2センサー ) に 

け震關獄装置 ） 两 

を 
控 
色 

♦配線図に記してある®印の脱着可能な配線は、誘導雷サージ防止部品の配慮であり、 
耐電圧試験のとさだけとりはずして試験しないと正しく耐電圧試験びでさません。 

耐電圧試験後とりはずした®印部は元通りに装着しておいてください。 

•配線は比較的熱くなる部分にふれないよう束ねてしばっておいてください。 


操作表示板 


(パ-ナ-サぷ夕) 









































































































图アフター ヴー ビス 

保証について 


♦保証書は販売店で所定事項を記入してお渡ししまずので、記載内容をご確認のラえ大切 
に保管してください。 

♦保証期間はお買い求めの曰より1年間でず。 


修理を依頼するとき 


♦「图故障•異常の見分けかたと処置方法」 に従って、お調べください。直らないときは、 
ご使用を中止し、必ず電源プラグを抜いてから、お買いホめの販売店にご連絡 < ださい。 

参ご連絡いたださたい内容は次の通りです。 

①品名…強制通気形開放式石油ス h —ブ 

③型式の呼び… FIR - S 191 

③ お買いホめ年月日 

④ 故障の状況（できるだけ具体的に） 

⑥おなまえ•おところ•電話番号 

•修理に際しましては保証書をご提示くださし^。保証書の規定にしたびって、販売店び修 
理させていたださます。 

参保証期間び過ぎているとさは、修理すれば使用でさる場合には、ご希望により有料で修 
理させていたださます。 

•修理料金は、技術料、部品代、出張料などで構成されています。 


この取扱説明書と本体に表示されている禁止事項•注意事項および通常使用に反して 

使用された場合の故障、事故につさましては、保証いたしません。 

V_ _ _ J 


補修用性能部品について 


参石油ストーブの補修用性能部品の保有期間は製造巧切り後 6 年です。 
参補修用性能部品とは、製品の機能を維持するために必要な部品です。 


消耗•劣化する部品 


•使用期間により、交換•メンテナンスび必要な部品 
ストレーナ、ノズル、フレーム□ッド、青が筒 

参変質灯油、不純な油などの不良な油の使用で劣化しやすい部品 
電磁ポンプ、ノズル 










乾居される場合 


♦この石油ストーブは電源周波数已日、 60HZ とを同一仕様です。 

参電源周波数の異なった地域への転居でちそのままお使いいただけますび、高地への転居、高 
地からの転居は再調整び必要ですので別紙の お客様相談窓□一覧 までご相談ください。 


r 

A 注意 

L 

> 

故障•破損したら使用しないでください。 

不完全な修理や改造は、危険です。 vdy 

分解禁止 


r 

A 注意 

L 

修理、引越しなどでストーブを運搬される時は、必ず油タン 
クの巧油をあいてください。 mm 

運搬の途中にな油びこぼれ、周囲を巧すおそれびあります。 


故障•修理の際の連絡先 


アフターヴービスについてわか5ない場合は、お買い巧めの販売店、または、もよりの 
ぶ客様相談窓□一覧(別紙参照)までお問い合わせください。 


包 














i - ai - s 業務用大型石油ストーブ保証書 


本保証書は、本書記載内容により無料修理をおこなうことをお約束するものです。 

お買し、ホめ日から下記期間内に故障び発生した場合は、本書をご提示のうえ、お買し、まめの販売店に修理をご巧頼くださし、。 


型式 円 R - S 191 保証期間お買い巧め曰より本体 1 年間 

※お買い巧め曰 年月 曰 

※お客様 ご芳名 様 


下 

IIII 

□□の 

ご住所 

盧 

話 

( ) ) 

V 


J 

(※印欄に記入びない、あるいは購入-支もいを証明するをのびない場合は 
無効となりますから必ずご確認ください。） 

【無料修理 


※販売店名-住所-電話番号 


が匪 名ち屋市瑞穂区桃園町 5 を 17 号 
で^王、で个丄 ■" 。干 467-0855 。〇 52-8 の- 1144 

規定】 


1. お買いホめ曰から上記保証期間中に、取扱説明書、本体 
貼付ラベル等のま意書に従った正常な使用状態で故障した 
場合には、本書記載内容により、お買いホめの販売店 
または当社び無料修理致します。 

2. 無料修理をお受けになる場合は、本書あるいは購入日' 
支払いを証明するちのをご提示の5え、お買いホめの 
販売店または当社にご依頼<ださい。 

3. ご転居やご贈答品等でお買いホめの販売店に修理を依頼 
でさない場合は、当社までお問い合わせください。 

4. な証期間内でち、なの場合は有料になります。 

(イ）取扱説明書、本体貼附ラベル等のま意書に従わない 
誤った使用、使用場所及び不当な修理や改造による 
古夕障おび損イ台 

(□) お買いホめ後の器具の転倒、落下、衝撃、輸送等による 
故障及び損傷。 

(八）火災、地震、水害、落雷、その他の天災地変、異常電圧、 
公害その他の環境要因による故障及び損傷。 

(二）指定な外の燃料•または、変質な油や不純な油などの 
不良なミ由を使用された場合に生じた故障や損傷。 

(ホ）ま S •船舶への搭載などに使用された場合の故障及び 
+員伊 

(へ）部品の消耗による故障や損傷、部品交換及びメンテ 
/ フな) 

(卜）本書にお買いホめ年月日•お客様名•販売店名の記入の 
ない場合、あるいは字句を書を替えられた場合。通信 
販売等で購入され、それを証明する商品の送り状- 
支払明細書の提示びない場合。ネット販売等を利用 
した個人売買品や譲渡品、中ち品（再生品）の修理。 

(チ）修理のご依頼に際して本書のご提示びない場合。 


己.本書は日本国内においてのみ有効です。 

日.本書は再発行致しませんので、紛失しないよラに大切に 
な管してください。 

•このな証書は、本書に明示した期間、条件のもとにおいて 
無料修理をお約束するちのです。従ってこのな証書によって、 
保証書を発行している者（保証責任者）、及びそれし U 外の 
事業者に対するお客様の法律上の権利を制限するちのでは 
ありませんので、保証期間経過後の修理等についてご不明の 
場合は、お買いホめの販売店または、最寄りの当社支店- 
営業所にお問い合わせください。 

♦イ呆証期間経過後の修理、補修用性能部品の保有期間につし、て 
詳しくは、取扱説明書の r アフターヴービス」の項をご覧 
ください。 

•お客様の個人情報は、当社規定により、厳格に管理します。 
保証期間内のサービス活動、及びその後のま全点検活動の 
ために利用させていただ<場合びありますので、ご了承 
<ださい。 


修理メモ 


株式会社 i - ai-s 

ホームぺージ http://www.toyotomi.jp 

本社干 467-08 已已 

名古屋市瑞穂区桃園町已番17号 
フ U - コール 0] 20-] 04-] 已 4 
TEL 〈〇已2〉 822-1 144 
FAX 〈〇已2〉 822-2742 























